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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　胴および裏蓋を有する外装ケースと、外部無線情報を受信するアンテナと、このアンテ
ナで受信した外部無線情報を処理する受信手段と、前記アンテナおよび受信手段が内部に
配置されて外装ケース内に収納されているモジュールとを備え、
　前記胴は、少なくとも一部が金属で構成され、
　前記胴に対向するモジュール側面には、胴と当接する側部突出部および胴から前記側部
突出部の突出寸法分だけ離れて設けられた側部配置部が形成され、
　前記側部配置部には、胴より高透磁率かつ低導電率である側部磁性部材が前記アンテナ
とこのアンテナに最も近接する胴との間に位置するように配置されており、
　前記側部突出部の突出方向における前記側部磁性部材の厚さ寸法は、側部突出部の突出
方向の寸法よりも小さく設定されている
　ことを特徴とするアンテナ内蔵式電子時計。
【請求項２】
　請求項１に記載のアンテナ内蔵式電子時計において、
　前記アンテナは、磁性体コアおよびこの磁性体コアに巻かれたコイルにより構成され、
　前記磁性体コアは、前記コイルが巻かれているコア中央部およびこのコア中央部の両端
に延設されたコア両端部により構成され、
　前記磁性体コアは、前記コイルの軸線方向に沿って直線状に形成され、
　前記側部磁性部材の一端部における前記コイルの軸線方向の位置は、前記コイルの軸線
方向に沿ったコイルの一端部の位置から磁性体コアの一端部の位置の間とされ、
　前記側部磁性部材の他端部における前記コイルの軸線方向の位置は、前記コイルの軸線
方向に沿ったコイルの他端部の位置から磁性体コアの他端部の位置の間とされている
　ことを特徴とするアンテナ内蔵式電子時計。
【請求項３】
　請求項１に記載のアンテナ内蔵式電子時計において、
　前記胴の内周面の平面形状は、円形に形成され、
　前記アンテナは、磁性体コアおよびこの磁性体コアに巻かれたコイルにより構成され、
　前記磁性体コアは、前記コイルが巻かれているコア中央部およびこのコア中央部の両端
に延設されたコア両端部により構成され、
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　前記コア両端部は、前記胴の内周面に沿って平面円弧状に形成され、
　前記側部磁性部材の一端部における位置が、前記コイルの一端部の位置よりも磁性体コ
アの一端部側とされ、かつ、前記胴の内周面が描く円の中心から磁性体コアの一端部に向
かって伸びる直線がモジュール側面と交わる位置よりもコイル側とされ、
　前記側部磁性部材の他端部における位置が、前記コイルの他端部の位置よりも磁性体コ
アの他端部側とされ、かつ、前記胴の内周面が描く円の中心から磁性体コアの他端部に向
かって伸びる直線がモジュール側面と交わる位置よりもコイル側とされている
　ことを特徴とするアンテナ内蔵式電子時計。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載のアンテナ内蔵式電子時計において、
　前記アンテナは、磁性体コアおよびこの磁性体コアに巻かれたコイルにより構成され、
　前記磁性体コアは、前記コイルが巻かれているコア中央部およびこのコア中央部の両端
に延設されたコア両端部により構成され、
　前記側部磁性部材の上端部における前記モジュールの厚さ方向の位置は、前記モジュー
ルの厚さ方向における磁性体コアの上端部より上方とされ、
　前記側部磁性部材の下端部における前記モジュールの厚さ方向の位置は、前記モジュー
ルの厚さ方向における磁性体コアの下端部より下方とされている
　ことを特徴とするアンテナ内蔵式電子時計。
【請求項５】
　請求項２から請求項４のいずれかに記載のアンテナ内蔵式電子時計において、
　前記コア両端部におけるコア中央部に連続する部分で、前記胴側に面した側面には、傾
斜面がそれぞれ設けられ、
　各傾斜面は、前記コイルの軸線方向に対して、それぞれ他の傾斜面に対向する方向に傾
斜している
　ことを特徴とするアンテナ内蔵式電子時計。
【請求項６】
　請求項２から請求項５のいずれかに記載のアンテナ内蔵式電子時計において、
　前記コア両端部のコア中央部側の一端部および胴間の寸法が、前記コア両端部の他端部
および胴間の寸法よりも大きく設定されている
　ことを特徴とするアンテナ内蔵式電子時計。
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